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研究成果概要 
MAGIC collaboration によって、今年度、査読付論文 15 編を発表した(次頁)。さらに、

観測結果の速報を Astronomer's Telegram(ATel)に 4 件流した。日本物理学会及び天文学

会にて 5 講演行った。以下、成果の一部を紹介する。 
(1) Fermi-LATの観測で、超高エネルギーニュートリノ事象IceCube-170922Aの誤差内にあ

る活動銀河核(AGN) Blazar TXS 0506+056の増光が検出された(ATel.10791)。MAGIC

でフォローアップ観測を行い、ニュートリノの到来方向(誤差範囲内)から、超高エネ

ルギーガンマ線を初めて検出し(100 GeV以上で5σ以上。速報ATel.10817)、活動銀河

核からの超高エネルギーニュートリノとガンマ線放射の相関が示唆された。現在、I

ceCube、Fermi-LAT, MAGIC collaboration他による共著論文を準備中である。 

(2) Short GRB 160821B(z=0.16)
をトリガーの24秒後からMAGI

Cで4 時間観測し、ガンマ線の

検出有意度は3.1σであった。

MAGICのガンマ線スペクトル

を可視赤外線吸収補正する

と、べきは0.8±0.6となり、

さらに高いエネルギーまで放

射が伸びていることが示唆さ

れた(図１;天文学会講演)。 

(3) パルサーJ2032+4127とBe星

連星系(軌道周期50年)をVERITASと共同観測した。近

星点(2017/11/13)付近のガンマ線強度は、6-8月の約

10倍増光していた(速報ATel.10971)。 

(4) 超新星残骸 Cas A(年齢約300年)を2014-2016年に観

測し、スペクトルのカットオフが3.5TeVにあり、PeV

atronではないことが分かった(図２)[5]。 

(5) 超新星残骸 Gamma Cygni(年齢5-10千年)を観測し、

エネルギーによってmorphologyが異なることが分か

った。電波の分子データとの相関を調べ、放射機構

を考察中である。 

(6) 活動銀河核 BL Lacの2015年のMAGICによる観測で、30分で減光するガンマ線フレアを

検出した。電波からガンマ線までの多波長同時観測のスペクトル(図3)は、One-zone 

図１：GRB 160821Bの X 線・ガンマ線強度の時間変化（左）

とガンマ線スペクトル（右）。 

 

図２：SNR Cas Aのスペクトル。 



Synchrotron-Self-Compton(SSC)放射モデルでは説明がつかず、SSC+External Compton m

odel等他のモデルで解釈ができるかを検討中である。 

(7) Fermi-LATによるアラートを受け、活動銀河核 Ton 0599(z=0.72)をMAGICで観測し、超高

エネルギーガンマ線を初めて検出し(1 時間で10σ)、速報を流した(ATel.11061)。 

(8) 銀河中心領域を2012-2015年に観測し、G2ガス雲が接近する前後で、ガンマ線(50 Te

Vまで)の強度変化はなかった(図4)[15]。また、電波arc領域にガンマ線源を検出し、

銀河面上に広がった放射の兆候があった。今年度の観測データを追加し解析中である。 

(9) 活動銀河核M87(2012-2015年)やFRB 121102、VERITASやHESS collaborationと協力し、

連星系HESS J0632+057の論文を準備中であり、超新星残骸G150.3+4.5のデータ解析が

進行中である。 
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図４：銀河中心のガンマ線強度の時間変化(左上)およびスペクト

ル(右上)。銀河中心領域のガンマ線強度分布(下)。 

 

 

図３：活動銀河核 BL Lac

の多波長スペクトル(PoS 

ICRC 2017, 613)。 
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